
で
す
。

文
書
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

の
九
文
書
を
収
録
い
た
し
ま
し
た
。

浦
添
市
教
育
委
員
会
は
、

浦
添
市
教
育
委
員
会

一
八
〇

一
九
八
七
年
度
（
昭
和
六
二
年
度
）
よ
り
「
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
」
刊
行
事
業
を
開
始
し
、
以
後
順
調
に
当

事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
琉
球
王
国
近
世
史
の
研
究
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、
既
刊
は
県
内
外
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
に

浦
添
市
は
古
琉
球
以
来
の
歴
史
・
文
化
の
伝
統
を
ふ
ま
え
、
「
太
陽
と
み
ど
り
に
あ
ふ
れ
た
国
際
性
ゆ
た
か
な
文
化
都
市
」
「
教
育
の
進
展
、

文
化
の
高
揚
を
め
ざ
す
都
市
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
古
代
の
祭
祀
歌
謡
集
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
も
「
う
ら
お
そ
い
」
と
謡
わ

れ
た
当
市
は
、
か
つ
て
の
王
都
と
し
て
栄
え
た
時
代
の
理
想
を
胸
に
、
市
民
の
誇
り
と
自
信
を
培
い
、
文
化
の
創
造
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
今
後
も
市
の
文
化
事
業
の
一
環
と
し
て
「
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
」
刊
行
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
刊
行
の
「
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
」
第
十
七
巻
に
は
、
内
務
省
作
成
「
旧
琉
球
藩
評
定
所
書
類
目
録
」
の
通
し
番
号
で
、

四
号
・
一
八

0
五
号
・
一
八

0
六
号
・
一
八

0
七
号
・
一
九
ニ
―
号
・
一
九
二
三
号
・
一
九
二
四
号
・
一
九
二
五
号
・
一
九
二
六
号
、
以
上

一
八

0
四
号
「
英
人
よ
り
差
出
置
候
文
之
担
御
仮
屋
御
届
」
は
、
咸
豊
元
年
か
ら
同
四
年
に
ま
た
が
る
史
料
で
、
そ
の
解
題
に
述
べ
ら
れ

た
通
り
、
内
容
的
に
は
「
英
人
」
つ
ま
り
当
時
琉
球
に
滞
在
し
て
い
た
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
に
関
す
る
文
書
の
み
で
な
く
、
ペ
リ
ー
に
関
す
る

一
八

0
五
号
「
案
書
」
は
咸
豊
五
年
の
史
料
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
既
刊
に
収
録
さ
れ
た
一
連
の
案
書
類
の
一
っ

一
八
〇
六
号
「
廻
文
」
は
咸
豊
五
年
か
ら
同
六
年
に
か
か
る
史
料
で
あ
り
、
王
府
の
各
機
関
か
ら
出
さ
れ
た
通
達
文
書
の
集
成
で
す
。

お
い
て
も
、
琉
球
王
国
史
の
研
究
に
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

発
刊
の
あ
い
さ
つ

教

育

長

宮

城

清



二
0
0
一
年
（
平
成
一
三
年
）
三
月
吉
日

の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

ニ
八
年
、
と
も
に
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
関
係
史
料
で
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
二
六
号
「
英
人
一
件
書
類
」
は
道
光

一
八

0
七
号
「
諸
外
国
と
琉
球
と
条
約
井
往
復
書
類
」
は
道
光
三

0
年
か
ら
咸
豊
六
年
ま
で
の
外
国
と
の
条
約
と
そ
の
関
連
文
書
で
す
。

九
ニ
―
号
「
異
国
人
へ
返
答
之
心
得
」
は
道
光
二
七
年
の
史
料
で
あ
り
、
異
国
船
・
異
国
人
に
対
す
る
応
答
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
も
い
う
べ
き

も
の
で
す
。

一
九
二
三
号
「
亜
国
大
火
輪
船
来
着
書
類
」
は
咸
豊
二
年
か
ら
同
四
年
ま
で
の
史
料
で
あ
り
、
主
に
ボ
ー
ド
事
件
に
つ
い
て
記

一
九
二
四
号
「
異
国
一
件
館
内
井
御
仮
屋
方
往
復
之
書
付
写
」
は
咸
豊
三
年
、

一
九
二
五
号
「
異
国
一
件
書
類
」
は
咸
豊
四
年
の
史
料
で
あ
り
、
琉
米
修
好
条
約
締

結
後
の
王
府
と
薩
摩
の
や
り
と
り
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
史
料
が
多
く
の
市
民
を
は
じ
め
、
県
内
外
、
海
外
の
研
究
者
の
間
で

最
後
に
、
本
事
業
の
た
め
に
貴
重
な
史
料
を
提
供
し
、
ま
た
、
刊
行
に
つ
い
て
御
快
諾
下
さ
い
ま
し
た
、
東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料

室
な
ら
び
に
国
立
公
文
書
館
の
関
係
各
位
、
ま
た
史
料
の
筆
耕
解
読
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
研
究
者
各
位
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
発
刊




